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１ 研究テーマの設定の理由 

（１） 中教審から 

 まず、令和3年1月26日に中央教育審議会（第

228号）の答申「『令和の日本型学校教育』の構築

を目指して ～全ての子供たちの可能性を引き出

す，個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」

の「2020 年代を通じて実現すべき『令和の日本

型学校教育』の姿」には「一人一人の児童生徒

が，自分のよさや可能性を認識するとともに，あ

らゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様

な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越

え，豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創

り手となることができるようその資質・能力を育

成すること」が求められている。その課題として

「生徒の学習意欲の低下」が挙げられており、こ

の要因を解決するために考えられることは子供の

知的好奇心を最大限引き出すことではないかと考

えた。また、同答申Ⅱの2．「9年間を見通した新

時代の義務教育の在り方について」の（２）「教

育課程の在り方」にはカリキュラム・マネジメン

トの充実に向けた取組の推進が挙げられており、

「各学校や地域の実態を踏まえ、教科等間のつな

がりを意識して教育課程を編成・実施」すること

が求められている。これらのことから、教科等間

につながりを意図的にもたせ、どのような場面で

も身に付けた力が発揮できる実感をもたせること

ができれば生徒は意欲的に学習に取り組むことが

でき、その中で自分のよさや可能性を認識できる

のではないかと考えた。 

（２） 岐阜県教育振興基本計画から 

岐阜県教育振興計画（第３次岐阜県教育ビジ

ョン）では、「自立力」「共生力」「自己実現

力」が挙げられており、これら「３つの力の融合

により、一人一人の優れた才能や個性を伸ばし、

さらにそれを磨きながら、未来に希望をもって生

涯を生きる力」の育成を目指している。その実現

を目指し、教科横断的にカリキュラム・マネジメ

ントを行うことで、主体的に学び、多様性の中で

も自分の個性を発揮して様々な可能性に挑むこと

ができる活動を積み重ねることができれば子供た

ちは充実感や達成感を味わうことができ、未来に

希望をもって生涯を生きる力を育むことになるの

ではないかと考えた。 

（３） 子供の実態から 

「令和４年度全国学力・学習状況調査（質問紙）」

の本校の国語科に対する回答を見てみると「その

教科の勉強は好きですか」という質問で「当ては

まる」または「ほぼ当てはまる」と答えた子供は

56．9％で 57.1％の県 61．9％の県、全国共に下回

っている。「その教科の授業の内容はよく分かりま

すか」には本校 87.3％県 80.1％全国 81.2と県、

全国を上回っている。「その教科の授業で学習した
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ことは、将来、社会に出たときに役に立つと思い

ますか」という質問に対しては本校 86.3％県

88.9％全国 89.7％と県、全国を下回っている。こ

の結果から、本校の国語科の指導は学習を理解さ

せることは平均正答率が県や国より高いことから

も概ねできているといえるが、学びに対する意欲

と意義を感じさせることに課題があることが明ら

かになった。そこで、子供が学ぶ必然を感じ、国

語で付けた力を様々な場で発揮し、汎用的に活用

していく体験を積み重ねれば、未来に生きる力と

して子供は意欲と意義を感じながら学ぶことがで

きるのではないかと考えた。 

中教審と岐阜県教育振興基本計画、子供の実態

から、国語でつけた力が将来社会で生きて働く力

であることを実感できるカリキュラム・マネジメ

ントを仕組み、子供に国語の学びがいを実感させ

たいと考え、研究主題を以下の様に設定した。 

２ 研究仮説 

３ 研究内容 

（１）教科等間につながりをもたせた単元構想 

 前提 既習内容の活用を実感する系統的な「つ

けたい力」の設定と共有 

①「願い」をもたせるカリキュラム・マネジ

メント 

②つけた力を反復・活用するカリキュラム・

マネジメント 

（２）さらなる可能性について 

GIGAスクール構想による支援、遠隔授業 

４ 研究実践 

（１）教科等間につながりをもたせた単元構想 

以下第 2学年単元「魅力的な提案をしよう－資

料を示してプレゼンテーションをする」（光村図書）

（以下「プレゼンテーション」）と第 3 学年単元

「合意形成に向けて話し合おう－課題解決のため

に会議を開く」（光村図書）（以下「合意形成」）の

実践を通して研究実践について述べる。  

 

前提 既習内容の活用を実感する系統的な「つけ

たい力」の設定と共有 

国語で付けた「話すこと・聞くこと」の力は日

常の中で生きて働く力として活用されなければ本

当の定着とは言い切れないと考える。そこで、9年

間の系統性を明らかにし、新たな学びの中で既習

事項を生かすことが必要だと考えた。 

「プレゼンテーション」の実践を行うに当たっ

て、思考、判断、表現力等の「A 話すこと・聞く

こと イ構成の検討、考えの形成」と「A 話すこ

と・聞くこと ウ表現、共有」について既習事項

を整理し、単元でつけたい力について吟味した。

子供たちはこれまでに、小学校で「話の内容が明

らかになるように構成する力」「資料を活用するな

どして自分の考えが伝わるように表現を工夫する

力」、中学校第１学年では「話の中心的な部分と付

加的な部分などの関係などに注意して、話の構成

を考える力」「相手の反応を踏まえながら自分の考

えが分かりやすく表現を工夫する力」をつけてい

る。第２学年の「プレゼンテーション」では「自

分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切

さや論理の展開などに注意して、話の構成を工夫

する力 」「資料や機器を用いるなどして、自分の

考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫する

力」から立場や考えを明確にすることや適切な根

拠を示すこと、論理の展開を工夫すること、機器

を用いることが新たな学びだということが明らか

になった。そこで、第4時に重点的に構成を考え

る学習過程を設定するとともに、第4時のねらい

を「プレゼンテーション機能を用いた岐阜市を

PR する発表について互いの発表を聞き、より相

手に分かりやすく伝えるためにはどのような順番

で話したらいいのかを議論し合う活動を通して、

相手に自分の主張を分かりやすく伝える論理の展

開を理解することができる。」とした。さらに、生

徒会選挙のプレゼンや新入生に向けて学校生活の

紹介など、本単元が今後の生活の中でどう生かさ

れていくのかを子供と共通理解することで意欲を

もたせた。また、単元を貫く課題を子供と共に考

国語の学びがいを実感する 

カリキュラム・マネジメントの在り方 

～「プレゼンテーション」と「合意形成」の 

活動を通して～ 

 カリキュラム・マネジメントを行い、学ぶ必然

や身に付けた資質・能力を発揮する場を設定すれ

ば、子供は意欲と意義を感じながら学びに向か

い、生きて働く力として汎用的に活用するように

なるだろう。 
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え「岐阜のよさについて、その根拠を明らかにし

ながら話の構成を考え、資料や機器を用いて紹介

しよう。」と設定した。 

第 3学年「合意形成」では、子供たちに、これ

までの「話すこと・聞くこと」の学習で付けた力

を発表させた。子供たちからは第１学年や第２学

年の教科書（光村図書）にある「話すこと・聞く

こと」の話し合うことから「目的や話題を捉えな

がら話し合うこと」「互いの発言を結び付けて考え

をまとめること」「互いの共通点や相違点を明らか

にしながら発言すること」「互いの立場や考えを尊

重しながら話し合うこと」が挙げられた。それを

基に本単元でつけたい力を「進行の仕方を工夫し

たり互いの発言を生かしたりしながら話し合い、

合意形成に向けて考えを広げたり深めたりするこ

と」とし、子供と共通理解した。また、多くの提

案から学級全員で一つの結論を出すために合意形

成に向けて話し合う単位時間のねらいを「合意形

成に向かう活動を通して、共通点や相違点を捉え、

誰もが共通している点を生かすことで建設的に話

し合えることに気付き、全員が納得する結論へ導

くことができる」と設定した。話し合いの中では、

本時の課題だけでなく、既習事項を提示して話し

合いを行うことで、意識的に相手の発言とつなげ

て話す姿や、話題がずれた時に目的に沿って話題

を戻す司会者の姿、相手の考えを一度受け入れて

から自分の意見を話す子供の姿につながった。ま

た、相手を納得させるために第 2学年で学んだプ

レゼンテーションで付けた力を生かして意見を述

べるなど、積極的に

身に付けた力を活

用しようとする姿

を生み出すことが

できた。（写真１） 

 ＜考察＞ 

 9 年間の系統性を明確にし、既習事項を発揮で

きるようにしたことが、それまでの学びを生かし

続ける子供の姿につながったと考える。このよう

に、新たにつける力と今自分が活用できる力を明

確にした上で、教科横断的にカリキュラム・マネ

ジメントを仕組めば、つけた力を汎用的に生かせ、

新たにつけた力も今後生きて働く力となることを

子供は実感できると考えた。 

①「願い」をもたせるカリキュラム・マネジメ

ント 

第 2学年「プレゼンテーション」では、本校

の 2年生が総合的な学習の時間に行っている「地

域学習」と関連させて「岐阜市の魅力を伝えた

い」という目的意識をもたせた。次に「誰に伝え

るのか」という相手意識をもつことで伝え方が明

らかになる。さらに、今回の発表を通して「相手

に岐阜市に興味・関心をもたせたい」という願い

が主体的に学びに向かう姿につながると考えた。

そこで、岐阜市について学ぶために岐阜市で宿泊

研修を行う本巣市立根尾学園第７学年の生徒を本

校に招き、そこで岐阜市を紹介することを単元の

出口とした。子供たちは自分たちから学ぼうとす

る違う地域の下級生のために総合的な学習の時間

にも積極的に取り組むようになった。また、総合

的な学習の時間に集めた資料を自主的に準備して

国語科の授業に臨むようになった。このことか

ら、目的や相手意識を明確にし、願いをもたせる

ことで、本単元の指導内容である資料や機器を用

いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わる

ように表現を工夫する資質・能力の習得に向けて

主体的に学びに向かう姿をつくり出すスタートと

することができた。 

第 3学年「合意形成」では本校の 3年生が総

合的な学習の時間で行っている平和学習の一環で

ある「コートジボワールを支援する活動」とつな

がりをもたせて単元の出口を設定した。より多く

の人にも支援活動に参加してほしいという子供た

ちの願いのもと、学級担任と綿密に打ち合わせを

行い、子供たちに「話し合う必然」をもって単元

の学習に取り組めるようにした。しかし、話し合

う意欲を高めることは、資質・能力を高めたいと

いう願いをもたせることにはつながらない。そこ

で、学級活動などでこれまでに行った話合い活動

の課題を単元の導入で想起させ、「学活や帰りの

会の話し合いで違う考えが出た時に結論を出すの

が難しい」という課題が明らかにした。これを単

元構想に位置付けることとした。（図１） 

図１ 「合意形成に向けて話し合おう」単元構想図 
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話し合う必然と学ぶ必然を基に単元を構想す

ることで、「コートジボワール支援活動の学級の

取組で、全員が納得できる結論を出せるようにし

たい。」という話し合うための資質・能力を身に

付ける願いにつなげることができ、その課題解決

に向けて子供たちが意欲的に学習に取り組む姿を

生み出すことができた。しかし、各グループで提

案を考えたり、意見をまとめたりしている中での

子供たちの意識は「コートジボワール支援活動の

学級の取組」に偏りがちで、思いが強ければ強い

ほど、一人一人に譲れないものが生まれてきた。

そこで、単元の貫く課題の「全員が納得できる結

論を出せるようにしたい」というスタートで抱い

た願いに立ち戻らせる必要があった。単元を貫く

課題の解決に向けて、合意を形成していく全体会

では、前時の「全員の意見をまとめるのは難しか

った」という振り返りを基に、「合意を形成する

にはどのように話し合えばよいのだろう」という

課題を設定し、ここで付ける進行の仕方を工夫し

たり互いの発言を生かしたりしながら話し合い、

合意形成に向けて考えを広げたり深めたりする資

質・能力は単元の出口の先の日常生活の中でも汎

用的に生かせることを意識づけた。（図 2） 

＜考察＞ 

これらの実践から、単元において何ができるよ

うになるのかを子供たちと共有したことで、その

力を身に付けたいという願いとなり、意欲につな

がった。また、単元でつけた力を実践できる教科

横断的なカリキュラム・マネジメントは、国語だ

けでなく、教科間等でつながりをもたせた他の教

育活動でも主体的に学習に取り組む姿につながっ

た。 

話合い活動においては、話し合う内容としての

必然と学ぶ必然の両方が必要だと今回の実践を通

して実感した。話し合う内容に対する意欲が高ま

る程、一人一人の譲れない思いが表出する。だか

らこそ、「どうすれば合意を形成できるのか知りた

い」という子供たちの強い願いにつながったのだ

と考えた。 

 

②つけた力を反復・活用するカリキュラム・マネ

ジメント 

 単元で付けた力を定着させるためにはその力を

反復的に活用する場が必要だと考える。そこで、

第２学年「プレゼンテーション」の実践では、単

元の出口を総合的な学習の時間とつなげ、「地域学

習」で学んだことを他地域の仲間に伝える活動を

仕組んだ。さらに、単元後にも相手に分かりやす

いように資料や機器を利用して根拠を示したり、

論理の展開などに注意して、話の構成を工夫した

りする力を生かせる場面がないか各教科担任に確

認し、身につけた力を反復・活用する場を設定し

た。英語科では 5月に NEW HORIZON（東京書籍）

単元「A Trip to Singapore」の出口で自分の行き

たい国への旅行プランを考え、その行程について

機器を利用して仲間に分かりやすく説明した。6

月の単元「Food Travels around the World」の出

口として ALTに岐阜県のお薦めのお店について根

拠を明らかにしながら説明し、機器を巧みに利用

して注目させたり、要点を示したりしながら紹介

した。同じように身につけた力を発揮しながら、

9 月には技術科で単元「生物の栽培技術」で育成

状況の交流する際に、10月には家庭科で単元「生

活を豊かにするものづくり」で自分の作品や作業

工程を交流する際に、理科では 12月「気象のしく

みと天気の変化」で自分の考えを交流する際に機

器を利用して資料を組み合わせたり、重要な部分

を拡大したりしながら仲間に自分の考えを説明し

た。理科では 1月にも単元「電流とその利用」で

自分の考えを仲間に伝える活動を予定している。

このように、反復的に活用する場を与えたことで、

子供たちは国語で付けた力が汎用的に利用できる

力であることを認識したと考えられる。なぜなら、

係活動や、委員会活動などのお知らせ、第 2学年

で行っている個人研究の発表の方法にプレゼンテ

ーションを自ら選択して日常生活の中で活用する

子供が増えたからだ。この姿こそ、生きる力とし

て定着したといえるのではないかと考える。 

第 3学年単元「合意形成に向けて話し合おう－課

図2 「合意形成に向けて話し合おう」第5時指導案 
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題解決のために会議を開く」では、より計画的に

単元で付けた力を他教科や他の教育活動でも生か

せるように、単元指導計画に教科横断的に資質・

能力を活用できる場を位置付けた。（図 3） 

 このことにより、他教科で働かせる場が明らか

になり、比較・検討したり、共通点を基に多くの

提案をまとめたりするなど、合意を形成するに至

るまでのそれぞれの単位時間で学びの重要性を子

供と共通理解しながら学習することができた。ま

た、社会科や特別活動の話し合いの中ではそれぞ

れの意見の共通点や相違点に着目して意見を述べ

たり、誰もが共通している点を生かそうとしたり

するなど、国語科において学んだどのような力を

発揮すれば、課題を解決できるのかを意識的に考

えながら話し合いを進める姿を生み出すことがで

きた。 

 ＜考察＞ 

 単元で付けた資質・能力を教科横断的に生かす

ことは、その後の生活の中でも子供が身に付けた

力を駆使して課題を解決する力へと確かにつなげ

ることができたと思う。しかし、それは教科単独

で考えることは難しい。国語科の学習内容だけで

なく、他教科や他の教育活動の学習内容と照らし

合わせて考え、それぞれの教科で意図的に活動を

仕組む必要がある。だからこそ、全ての教科で協

力して身に付けた資質・能力を発揮できる場を年

間通して計画しておく必要があると強く思った。 

 

（２）さらなる可能性について 

GIGAスクール構想による支援、遠隔授業 

第２学年「プレゼンテーション」の実践では、

一人一台端末を利用して、プレゼンテーションソ

フトでの制作状況やロイロノートアプリの録音機

能で録音した発表音声を提出させた。学習状況を

教師が把握できることで一人一人に適切な指導・

支援が可能となり学びの深化につながった。また、

各自がプレゼンテーションソフトを操作し、

Microsoftteams ソフトを利用して構成を考えて

編集させるなど、小集団で協働的に学習を進めた。

12 月には海洋教育の一環として沖縄県船浦中学

校と互いの地域についての交流を試みた。ここで、

5 月に学んだ「プレゼンテーション」で身につけ

た適切な根拠や論理の展開などに注意して話の構

成を考えたり、相手に分かりやすく伝わるように

プレゼンテーションソフトを利用したりして相手

への提案を制作した。そこでは、岐阜市と全く違

う環境下で過ごす沖縄の仲間のために、写真を増

やしたり、説明にクイズを取り入れたりして相手

の理解や興味を引くための工夫を主体的に行う姿

があった。また、Microsoftteamsで代表として発

表するグループのプレゼンテーションを一人一人

が確認しながら、ロイロノートアプリの生徒間交

流を利用して改善点などを即時的に提案していっ

た。代表で発表するグループは次々に送られてく

る提案を基に作業を進めることができ、１学級 29

人もの意見を効率よく整理しながらプレゼンテー

ションの制作を行うことができた。船浦中学校と

の交流当日は日課の中に学年国語を設定し 116名

の第２学年全員で zoom ソフトを利用してプレゼ

ンテーションを活用した遠隔交流を実現すること

ができた。船浦中学校からの地域紹介を兼ねたク

イズには 116 名の一人一人が MicrosoftForms ソ

フトを利用して答えるなど、互いの子供たちにと

って一人一台端末の

よさを生かして国語

で身に付けた資質・

能力を生き生きと発

揮する場となった。

（写真 2） 

＜考察＞ 

 一人一台端末を効果的に活用することで一人一

人に対するきめ細やかな指導・支援が可能になっ

たと考える。学習の過程では即時的に多くの仲間

と協働しながら効率的にプレゼンテーションを作

り上げる子供たちの姿が見られ、この方法を用い

れば学級だけでなく、他クラスや他の地域と協同



6 

して課題解決に取り組むことが可能になると思っ

た。また、活動に取り組む子供たちの姿から活動

の出口として GIGA スクールのよさを生かし、遠

く離れた仲間と共に学ぶ機会を設定したことは、

目的や相手を強く意識しながらよりよい発表につ

なげたいという意欲につながったという確かな手

応えを感じた。 

 

５ 〇成果と●課題 
○９年間の系統性を基につけたい力とつけた力を

整理したことで、新たにつけるべき力を明確に

することができ、それまでの学びを発揮する子

供の姿につながった。 

〇「何ができるようになるのか」を明らかにし、

つけた力を活用できる場をカリキュラム・マネ

ジメントしたことで、全国学力調査の結果より

も国語の勉強が好き21．1ポイント、よく分か

る 4.7 ポイント、社会に出た時に役立つ 4.7 ポ

イント伸ばすことができた。この結果から、学

びに対する願いをもつことや、付けた力を自己

選択しながら活用できる学びがい感じること

は、将来に生きて働く力であることを実感させ

ることができたと考えられる。（図4「国語に対

する意識調査」3年１組36名） 

 

〇単元で付けた資質・能力を教科横断的に生かす

場を設けたことで学びの定着につなげること

ができた。また、汎用的にその力を生かす姿に

つなげることができた。 

○一人一台端末を活用することで、個別最適な学

びや協働的な学びを可能にし、快適な通信環境

によって、他地域との円滑な交流や学び合いに

つながった。 

●資質・能力を教科横断的に生かすためには全て

の教科担当が協力して検討する必要がある。 

●国語に対する意識調査から国語に対する苦手意

識をもつ子供や有用性を感じられていない子

供がまだいることが分かった。全ての子供の知

的好奇心を引き出し、主体的に学ぶ姿を生み出

すために研究を続ける必要がある。 
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